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• AnserDATAPORT®は企業様と銀行との安全な為替取引を実現するファイル伝送サービスで、現状は全銀手順での固定長フォーマッ
トのファイル伝送（振込・口座振替など）に対応しております

• 企業様は取引銀行毎の個別回線敷設が不要で、NTTデータが提供するConnecure回線１つで複数銀行との伝送が実現できます

• また、企業様による為替依頼データ送信後に、照合データ（FAX照合の代替データ）を送信いただくことで、 AnserDATAPORT®側で依頼
ファイルの正当性確認を行い、企業様・銀行間の照合の電子化・自動化を実現いたします（照合データの利用有無は、利用銀行ごとに異なります）

※ AnserDATAPORT®は銀行向けのASPサービスで、企業様はNTTデータとAnserDATAPORT®利用にかかる契約締結は不要です（NTTデー

タとのConnecure®回線契約や銀行との為替サービス契約は必要）
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１．現行のAnserDATAPORT®概要
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• 国際的なアンチマネーローンダリングの規制強化・送金処理の迅速化など、外国送金の課題解消を目的に、SWIFTは2023年3
月から2025年11月にかけて、外国送金のフォーマットをISO20022準拠の新フォーマットへ順次移行する旨を発表しています

• これに伴い、企業様が金融機関宛に送付する外国送金依頼について、現行の固定長ファイルからISO20022に準拠したファイル
フォーマットへの変更・それに伴う伝送手順の変更が必要となります

SWIFT（スイフト）は「国際銀行間金融通信協会」とも呼ばれ、ベルギーに本部を置く非営利組織です。世界
各国の金融機関が、国境をまたいだ送金情報を電子的にやりとりするためのネットワークを提供しています。
200以上の国や地域の1万1000以上の金融機関が利用しており、海外送金における事実上の国際標準となって
います。

SWIFTとは

ISO20022とは ISO20022とは、国際標準化機構（ISO）が定める、金融サービスに関連するデータフォーマットの共通化・
標準化を目指して規定された国際標準規格です。システム処理に適した形でより多くの情報を送受信すること
が可能な共通フォーマットとして、SWIFTや世界各国の国内決済において採用されています。

2022 2023 2024 2025 2026

旧フォーマット

ISO20022準拠の新フォーマット

2025年11月
旧フォーマット利用終了

2023年3月
新フォーマット適用開始

2023年3月～2025年11月：フォーマット並行期間

この期間内での移行が必要

２．ISO20022対応の概要
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AnserDATAPORT®にて、新たにJX手順による外国送金の新フォーマット（XMLファイル）の送受信を可能とすることで、

ISO20022に準拠した外国送金業務の依頼・照合・結果授受のインターフェースを提供いたします
これにより、2025年11月以降も企業様と銀行間の外国送金業務が実現されます

• AnserDATAPORT®の本機能追加は2024年度下期を予定しておりますが、本追加機能（以下、本機能）を用いた各行の外為
サービス提供開始時期については、取引各行にお問合せください

• なお、本機能を利用する銀行は、現在AnserDATAPORT®を利用する銀行の一部となります
• 本機能の利用予定行はAnserDATAPORT®のHPに掲載いたしますので、適宜ご参照ください

https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html?tab4

※ 本機能追加に伴う現行機能への影響は無いため、現在AnserDATAPORT®を経由して実施されている伝送はこれまで通り実施可能
です

３．AnserDATAPORT®のISO20022対応概要
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• ISO20022準拠の新ファイルフォーマットは、各レコードに規定される項目を入力する現行の全銀フォーマットと異なり、タグごとに情報を記載いたし
ます

• 項目によってはこれまで１まとめで記載していたものがタグごとに分けて記載する必要が生じます（例：住所）

全銀フォーマット

<CdtTrfTxInf>
・
・
・
<Cdtr>

<Nm>ABC LOGISTICS CO.,LTD</Nm>
<PstlAdr>

<StrtNm>GELBSTRASSE</StrtNm>
<BldgNb>13</BldgNb>
<TwnNm>VIENNA</TwnNm>

<Ctry>AT</Ctry>
</PstlAdr>

</Cdtr>
<CdtrAcct>
・
・

13502101111111ｶ)ﾜｶｸｻｼﾖｳｼﾞ 02010009ﾐﾂｲｽﾐﾄﾓ 123ﾃｽﾄ
2010001 USD2000001234567890 1 110218AIR FREIGHT NI, NNK, NO
20201010101USD2000001234567890 JPY28754219990
2030002000103072BNN023ABC LOGISTICS CO.,LTD BNA03013 GELBSTRASSE, VIENNA AUSTRIAACT011AB111222333
2020002000203075BAN011SMBCXXXXXXXBAB015NEW YORK BRANCHBAA030SWIFT:DEBKUS33 ABANO. 01230123
800000000100000000002
9

AnserDATAPORT®

で利用する
ISO20022準拠の
新フォーマット

<Tag>データ</Tag>を使用したXML形式の可変長ファイル
取り扱いデータの高い柔軟性と拡張性を実現(特殊文字使用可能、各
国の言語（カタカナ等）対応可能な項目もあり）

レコードイメージ

レコードイメージ

分割記載の例：
現行の全銀フォーマットでは１まとめの記載だった住所は、Tag毎
の、より細分化しての記載が必要になります

ヘッダ・データ・トレーラ・エンドレコードで構成された固定長ファイル
2025年11月までの移行が必要

４．AnserDATAPORT®で利用するISO20022準拠の新ファイルフォーマットについて
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５．AnserDATAPORT®を経由した外国送金のイメージ
• 企業様はJX手順にて、①依頼ファイル送信・②照合ファイル送信（金融機関毎に伝送要否は異なります）・③結果ファイル取得を実施いただ

きます（いずれのファイルも可変長のXML形式で、利用各行共通のフォーマット）

① 企業様にて作成した依頼ファイルを伝送いただきます
② 依頼ファイル伝送後、ファイル内容等の正当性確認を目的に照合ファイルを伝送いただきます（金融機関毎に伝送要否は異なります）

③ ファイル内容の受付可否などは結果ファイルで還元しますので、企業様での結果ファイル（※）の取得が必要になります（下記ⅰ・ⅱ）

※ AnserDATAPORT®から返却される結果ファイルについては、AnserDATAPORT®が作成する場合に加え、金融機関が作成する場合もあり（金融機関での作成可
否は金融機関ごとに異なります）、ファイル内のエラーコード体系も作成者によって異なります

※ AnserDATAPORT®が作成する結果ファイルでは1明細につき最大10個のエラー情報が還元されます

JX手順

金融機関企業様

③結果ファイル
(XML形式)

②照合ファイル
(XML形式)

①依頼ファイル
(XML形式)

金融機関
システム

i. 依頼ファイル等の伝送が完了し、内容にも問題がない場合
• 結果ファイルを取得ください（当該ファイルに問題無くファイルを受付けた等
のコードの記載がございます）

ii. 依頼ファイル等の伝送が完了したが、内容等に問題がある場合
• 結果ファイルを取得ください（当該ファイルにエラー発生内容等のコードの記
載がございます）

• 依頼ファイル等を修正のうえ再送が必要になります
iii. 依頼ファイル等の伝送が失敗した場合

• 通信レベルでのエラー発生の旨が通知されます（HTTPのエラーコードなど）
※この場合は結果ファイルの取得は不要です
• 依頼ファイル等の再送が必要になります

ファイル種別 ファイルフォーマット 備考

①依頼ファイル
ヘッダー：BAH（※） ISO20022に準拠し独自項目無し

本体情報：pain.001 ISO20022・全銀協参考例をベースに一部独自項目あり

②照合ファイル
ヘッダー：BAH ISO20022に準拠し独自項目無し

本体情報：照合フォーマット 独自フォーマット

③結果ファイル
ヘッダー：BAH ISO20022に準拠し独自項目無し

本体情報：pain.002 ISO20022に準拠し独自項目無し

依頼ファイル等伝送後の要対応事項AnserDATAPORT®を経由した外国送金のイメージ

（参考）各ファイルのフォーマット等概要 ※Business Application Headerの略称

チェック済
依頼ファイル

結果ファイル
（金融機関作成）
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６．ご利用のメリット（１／３）：回線の流用・ファイルフォーマット/伝送手順の共通化

• 内為送金等でAnserDATAPORT®を用いたファイル伝送サービスを既にご利用の場合、同一のConnecure®回線（※）を
今回新規対応するISO準拠の外国送金にもご利用いただけます

• また、ISO対応版のAnserDATAPORT®の利用銀行向けに、共通ファイルフォーマット・伝送手順でのホスト伝送が可能
となります（金融機関に伝送するファイルフォーマットは、金融機関から別途公開予定のため、お取引のある各金融機関
にお問い合わせください）

※ Connecure®回線とは、金融機関取引にも対応可能な信頼性・品質の高い閉域ネットワークです
※ 伝送先銀行が同一であっても、本追加機能を利用した外為ファイル伝送をする際の宛先IPアドレスは現行機能利用時の宛先IPアド

レスと異なります（宛先IPアドレスは金融機関にお問合せください）
※ 既設のConnecure®回線で企業様が宛先IPアドレスの指定をしている場合、本追加機能を活用した外為ファイル伝送の利用を開始

される場合はConnecure®回線の設定変更申込みが必要です

金融機関

企業様

C銀行

（閉域IP網）

提供開始範囲
ISO20022対応

（JX手順・ISO準拠外為ファイル）

B銀行

A銀行

従来提供範囲
（全銀手順・内国為替ファイル等） eBNW

(閉域IP網)

既存回線の
流用が可能

同一手順等で
複数行に伝送可能
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６．ご利用のメリット（２／３）：伝送ファイル内容の照合の電子化

• 外国送金業務におきましても国内送金同様FAX等により行っていた送金意思確認を、ホストから照合用データを送
信していただく事で、照合を自動化（AnserDATAPORT®の照合機能）し、紙の削減・業務効率化が可能です

※下記は一例で、照合の方法は銀行により異なりますので、詳細はお取引各行にお問い合わせください

現状
FAX照合の場合 ①依頼データ

②FAX送付表（照合）ファイル伝送先
全てのFAX送信
は大変

移行後

①依頼データ

②照合用データ

企業様 金融機関

依頼データと
FAXを突合

企業様

FAXいらず！

依頼データと照合用
データを突合

外国送金の
ISO20022対応

金融機関
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６．ご利用のメリット（３／３）：ファイル受付等の結果連絡の電子化

• 依頼データの受付可否等の結果をファイル形式で還元いたします
• ファイル受付等の結果連絡が電子化されるため、ファイル伝送に伴うミス発生リスクの低減につながります

現状
①依頼データ等

無事に届いてるかな・・？？
電話が取れなかった・・
電話でのエラー内容連絡は聞き
漏らしがありそうで怖い・・

移行後

①依頼データ等

企業様 金融機関

エラーの場合には都度、
電話等で内容確認

企業様

結果ファイルを見ればファイルの
状況が一目瞭然！

依頼データの受付可否の状況等の返
却ファイルを生成し、取得いただくまで
タンキングします

外国送金の
ISO20022対応

金融機関

②結果ファイルの取得

②📞：エラー連絡・修正依頼
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７．企業様ご対応事項について（1/2）

企業様が本サービスをご利用いただく場合における現在との比較と、主なシステム面における影響につい
てご案内します（企業様によりシステム影響箇所は異なり、下記は一例となります）

Connecure対応

会計貴社オフィス 通信 回線

通信パッケージ
JX手順対応

会計システム
XML対応

①依頼データ

購買システム・営業
管理システム等への
影響の可能性あり

②照合データ

Connecure®

※1,2,3,10,11

※4,10

※7,8,9

※5,6

①依頼データ

②照合(FAX等)

Connecure®固定長

XML JX手順

全銀手順

FAX等

現
在

移
行
後
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７．企業様ご対応事項について（2/2）

通信パッケージや会計パッケージの対応が必要となる為、各パッケージベンダへお問合せください。
対応方針が決まったベンダ様については、HPの対応製品一覧にてお知らせします https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html?tab3

項目 対応内容

※1 項目追加
拡張性の高いXML形式への変更に伴って、項目を追加した場合、画面入力等への項目の
追加が必要となる可能性があります

※2 DB拡張 項目追加やXMLへの変更によりデータベースの拡張が必要となる可能性があります

※3 照合データの生成
送金意思確認について、FAX等に代わり照合データを利用される場合は、照合データの生成
機能を実装いただく必要があります

※4 XML形式対応 固定長からXML形式への変更が必要です

※5 JX手順対応 全銀手順からJX手順への変更が必要です

※6 結果ファイル取得時間の設定

結果ファイルの取得時間を設定ください（毎時00分、30分近傍にアクセスが集中する見込
みなので、こうした時間帯を避けたタイミングでの取得もご検討ください）
また、結果ファイルは取得できるまで取得をトライいただく必要がございますので、取得タイミン
グを設定ください（取得間隔の推奨値は２０～３０分程度でございます）

※7 Connecure回線申し込み Connecure回線が必要です（Connecure敷設済の場合、既設回線の流用可）

※8 ファイル伝送基盤構築・環境整備 金融機関とのデータ伝送の為に必要な伝送制御情報を企業様環境に設定いただきます

※9 接続情報の変更 AnserDATAPORTに接続するための接続情報の設定が必要です

※10 金融機関へのサービス利用申込 金融機関へサービス利用申込書の提出が必要です

※11 運用検討
ファイル伝送エラーや受付チェックエラー時の対応等含め、企業様内の運用フローをご検討くだ
さい
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ご質問事項 お問合せ先

AnserDATAPORT®を用いた外国送金サービスについて
（契約・利用料金・外為サービスのシステム仕様など）

各取引銀行にお問合せください

AnserDATAPORT®を用いた外国送金サービスで用いる共通
ファイルフォーマット・伝送手順について 貴社にてご利用のソフト提供者にお問合せください

対応予定のソフトは順次、以下にて掲載予定です
https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html?tab3AnserDATAPORT®を用いた外国送金に利用する通信ソフト・

ERPソフトについて

Connecure®回線について
下記よりNTTデータにお問合せください
http://nws.jp.nttdata.com/connecure/contact.html

（自営で通信システム等を開発している企業様のみ）
詳細な仕様開示について

下記のお問合せフォームよりNTTデータにお問合せください
https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html?tab8

企業様の「AnserDATAPORT®を用いた外国送金業務に関連したご質問事項」のお問合せ先については以下のとおりです

企業様のお問合せ先

• AnserDATAPORT®は銀行へ提供するサービスのため、原則、企業様へのシステム仕様の開示は銀行・企業様間で実施いたします

• 一方、ISO20022に準拠したファイル伝送への円滑な移行を目的に、通信ソフト・ERPソフトパッケージベンダ様や自営で通信システム等を開発す
る企業様に対しては、NTTデータから詳細な仕様の開示やご説明等を行っております

• AnserDATAPORT®を用いた外国送金をご検討いただく企業様が利用予定ソフトのパッケージベンダ様が弊社からの連絡を受けていない場合

は、下記のお問合せフォームよりNTTデータにお問合せいただくようにご連絡いただけると幸いです
https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html?tab8

NTTデータからのご依頼事項

８．企業様のお問合せ先・NTTデータからのご依頼事項について

https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html
https://www.adp.ne.jp/ISO20022.html
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